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＜連絡事項＞
· 春の健康診断の4/23（水）～4/25（金）で実施予定。レントゲンは予約制のため各自で予約を行う事。

· 4/16からの人事異動によって勤務表が変更となる予定の為、各自確認を行う事。

· 春の会の参加・不参加を行事委員会のスタッフに連絡を行う事。

· 病院のロッカーを整理していないスタッフは早目に行い、ロッカーの鍵を下舘SGMに渡す事。

＜外来情報＞

· 中居　松男様　～「3/20（木）に熱があったが、今は35℃ぐらいで治った」と話される。本日は

床屋に行く為、デイケアを休むと話す。

· 平　康子様　　～体調については特に変わりは無いとの事。新しい体重計では67kgであったと

担当医に報告されている。

· 鈴木　恵美子様～左の膝に水が溜まっており本人も気にしているとのこと。

· 奥山　以依子様～青山荘を退所し、青風荘へ入所した事を報告されている。本人は「社会人になっ

た気分です」と話す。体調について特に変わりはないとの事。

· 長瀬　紘一郎様～担当医が生活状況を確認した際に「食事は詰まる事がない」「血圧が高い時もあ

るけど大丈夫」と話す。

· 大久保　康弘様～スタッフ同伴で受診。現在の状態について「恐怖感はない」と話す。間食が多く

体重が2.5kg増加したとのこと。スタッフより生活状況について金遣いが荒く金銭管理がうまく出来ていないと情報提供あり。

· 鹿原　博夫様　～現在の幸房の作業内容について「引越しをやって掃除とかをしている」と話す。

· 中居　美津子様～時間があるときに散歩を行っているとのこと。体調は特に変わりないという。

· 山田　健次様　～幸房からデイケアに取り組む内容が変わった事について「難しい事はできないけ

どね」と笑って話していたとのこと。次回はデイケア前に外来受診を行う予定。

· 前野　義勝様　～本人より便秘の訴えがあり、センナリドが処方となっている。ナイトケアでビー

リーズブートキャンプやエアロビクスを行って体脂肪率が36％から29％へ減少したとのことを報告されている。

· 柳町　信之様　～痔による出血はなく痛みも無いとのこと。肛門科の医師から通院の必要性がない　

ことを説明されたとのこと。また通院していた眼科の医師からも通院の必要性がないと説明を受けたとのこと。本人は座薬や目薬を市販で購入すると話していた為、当院でも処方できることを説明している。

＜利用様情報＞

· 繁名　和恵様～スタッフに「まじめになります」と話しており、定時までデイケアで過ごしていく

という。また「昨日、変な夢を見た」と性的な内容であるにも関わらず、大声で話すことあり。気分高揚気味である為、引き続き様子観察していく。

· 溝越　キク様～昨日の外来受診前、通所確認をした際「具合が悪い。身体がだるいからしばらく休

む」と話される。主治医へ相談するよう伝えるが、本人より相談することはなかったとのこと。またデイケア欠席時には連絡を行うように伝えているが、本日も連絡なく欠席。本人宅へ連絡を行うが連絡が取れない為、訪問看護に連絡を行い、11時に本人宅を訪問して頂いている。訪問時は服薬も行われており、特に変わった様子は見られなかったとのこと。デイケアの通所について「階段を上るのが辛い」「どうしてもいけない」と話していたという（訪問看護職員より）。デイケアから何度も電話連絡していた事を確認すると「気が付かなかった」と話す。

〇今後の対応策

・早目に電話連絡をとり、通所確認を行う。

・デイケアを欠席する場合には、訪問看護に連絡をとり連携を図っていく。

· 伊藤　雄一様　～最近、エアロビクスや運動療法時・喫煙所でのふらつきが目立っている。本人

に声掛けするも、自覚している様子見られない。

〇今後の対応策

・様子観察を行い、必要に応じて声掛けしていく。

· 鈴木　恵美子様～外来受診時に「下まで行くのに３０分以上かかったから次はもう少し早く出る」

と話される。本人の歩行状態では坂道の歩行は時間がかかるものの、途中で立ち話などで寄り道することも多い事から、外来へ向かう際の歩行状態や行動について、確認をしていく。
⇒確認しても改善点が見つからない場合には、食事時間を早める事を検討。

· 山田　健次様　～次週の外来受診は12時予定とのこと（本日は10時半）。歩行状態などから、

何度もデイケアと外来を往復することは困難である為、受診時間の調整を行う。

· 我満　奈津紀様～本日、昼食後薬を忘れ、一度自宅に戻ってから来所されている。

· 佐藤　朗子様　～4/4（金）からナイトケアを正式利用予定。

· 駒木　学様　　～ソーシャルワーカーより情報提供があり、4/16（水）から正式利用予定とのこと。

通所は毎週水曜日のみの利用から開始。

· 稲垣　ふき様　～昨日、「パチンコの宣伝カーが言ってることが自分の悪口に聴こえる」とスタ

ッフへ訴えることあり。

· 種本　サハ様　～定時になっても来所せず、連絡もない為、本人宅（グループホーム）に電話連絡

を行う。本人が電話に出ており「体調が悪いわけではない。デイナイトケアに行きたくない」と話す。欠席時の連絡は必ず行うこと、本日は食事代を実費徴収になることを説明している。

〇今後の対応策

・デイナイトケアへの通所を促す。

・来所時に本人の訴えを傾聴する。

＜デイケア事例検討＞

細越　定生様（59）　病名：統合失調症　　　通所利用年数：０ヶ月（H20.3.18より利用開始）

検討内容
治療計画の確認

本人の生活状況
· 父親と二人暮し（父親は現在入院中）

· 近くに本人の姉がいて食事など、生活面でのフォローを行っている。

· 本人も自炊をすることがあり、ある程度の生活能力はある様子。

· 日中の活動の場所はデイケアと青明舎が主。

デイケアでの様子
· デイケアにほぼ毎日、通所することができている。

· デイケアの利用目的について「いつ働くことになっても対応できるように自分高めていきたい」と話しており、プログラムについて「レベル分けを行ってやったほうが良い」などと話す。

· 早朝、デイケアに来ており、スタッフの動きを観察していることがある。理由について「スタッフの動きを見たかったんです」と話す。

· デイケアの利用について「拘束されるなんて聞いていない」と話し、何度か定時前に本人の判断で帰宅されることあり。

· デイケアに適応しようと努力している様子は伺える。

本人について
· 詳細を知らなければ気がすまないという事が多いが、きちんと説明する事で理解する事ができる。

· 体重125kg、血管収縮期が140台とのこと（本人談）

· 自分の考えを一方的に押し付けることがあるが、デイケアではそれほど目立って見られていない。

· 声が大きく、会話時にゆっくりとしたペースで話すことが苦手であるため、怒っているように聞こえることがある。

デイケアでの治療計画
· 定期的に面談を実施し、何か困っている事がないか確認を行う。

· 運動プログラムの参加を促す










